
	

		   2018年1⽉10⽇ 
【報道関係各位】 

Classi株式会社 
代表取締役社⻑ ⼭﨑 昌樹 

 
Classi、東京⼯業⼤学と⾃然⾔語処理を⽤いた 

機械での⾃動作問実証研究を開始 
 

株式会社ベネッセホールディングス（本社：岡⼭市北区）とソフトバンク株式会社（本社：東京
都港区）の合弁会社Classi（クラッシー）株式会社（本社：東京都新宿区）は、東京⼯業⼤学 徳永
健伸研究室と協⼒し、⾃然⾔語処理を⽤いて⾃動で問題を作成する仕組みを実⽤化するための実証
研究を2018年1⽉から開始します。 
 

Classiは、全国約2,100以上の⾼校に導⼊され、有料利⽤者80万⼈以上（2017年12⽉時点）が
利⽤する学校向け学習⽀援プラットフォームサービスです。現在すでに、1,000以上の単元と6段
階の難易度に分類された約7万の問題を提供していますが、今後Classiの利⽤者が拡⼤し、さまざ
まな進度の⽣徒が学習を繰り返すことにより、より多くの問題が必要になってくる事が予想されま
す。⾃動作問が実現することで、さまざまな問題を早く⼤量に⽣成できるようになり、これまで以
上に学⼒に応じて最適な問題を提供できるようになります。 
 

今回の実証研究においては、Classiは問題を回答・集計するための「Classi」プラットフォーム
の提供、分析、実習研究の推進を⾏います。データを活⽤したアダプティブラーニングを推進して
いる Classi は、本実証研究により、アダプティブ・ラーニングで枯渇していく問題を⾃動で⽣成
することを⽬指します。 
 
【実証概要】 

実施時期 : 2018年1⽉〜2018年3⽉※状況により変更の可能性あり 
実証内容 : ⾃動⽣成した問題についての問題品質を確認する（⽣徒の学⼒と正答率の相関） 
対象学年 : ⾼校1年⽣ 120名程度  
実施⽅法 :  

1. ⾃動で作成した問題をClassiのプラットフォーム上で配信し、⽣徒は問題に回答。 
2. あらかじめテストで測られた⽣徒の学⼒と、問題の正解率の相関を評価。 

 
なお、⽣徒に問題を出題するにあたり、事前に問題作成における専⾨家のチェックを⾏い、妥当

な問題が作成されることを確認した後に実施します。 
 
【実証研究詳細】 
今回の実証研究では、英単語の意味を問う問題を⾃動作問するシステムを評価します。システムは
下図のような問題テキストおよび選択肢を以下の流れで⾃動で作成します。 

1. 出題者はあらかじめ⽤意した辞書から対象語とその意味を指定します。 
2. すると、機械がインターネット上のテキスト（著作権をクリアしているサイト）から対象語を

指定した意味で利⽤しているテキストを検索し、そこから問題テキストを⽣成します。 
3. 1．で使⽤した辞書を使って対象語の同義語を正解として使⽤します。 
4. 問題テキストや辞書から、対象語と異なる意味を持つ語を選択し、誤答選択肢を⽣成します。 
5. 問題の難易度は問題テキストの難易度、誤答と正解の意味の近さ、誤答⾃体の単語の難しさで

調整します。 



 
 

▼Classiとは 
「Classi」は、学校の授業・⽣徒指導、⽣徒の学習において、先⽣・⽣徒・保護者がつながる学

習⽀援クラウドサービスです。Classiはこれまで、ベネッセが提供するアセスメントと連動するこ
とで、1,000以上の単元と6段階の難易度から最適な学習をレコメンドする「アダプティブ・ラー
ニング学習動画」（※1）や、⽣徒個々の学⼒に応じた学習コンテンツとして2.5万本の「動画教
材」（※2）、「⼤⼿出版社5万問の問題集」（※3）などを、各パートナー企業と提供していま
す。また、学校活動で重要となる、学校・学年・クラス・部活など、さまざまなグループでのコミ
ュニケーションの基盤となる「校内グループ情報」や、学校内のさまざまな活動結果を蓄積し振り
返ることができる「⽣徒カルテ」などにより、学校活動全体のICT化を⽀援できるサービスとなっ
ています。 

これに加えて「Classiプラットフォーム」では、Classi IDひとつでパートナーのさまざまなパー
トナーの教育サービスが利⽤することができるようになり、教育環境の変化や学校課題に応じて、
あらゆる学校活動のICT化をサポートしていけるサービスとなりました。 

Classiは今後も、先⽣・⽣徒にとって、より最適なサービスが選べる場になっていくよう、プラ
ットフォームとして進化していきます。未来を⽣きる⼦どもたちによりよい学びを提供できるよ
う、学校やパートナーと共に新たな教材・サービスの開発に取り組んでいきます。 

 
※1ベネッセのアセスメントと連動したアダプティブ・ラーニングを提供 （https://classi.jp/info/20170425/20170425.pdf） 
※2 学習動画コンテンツと動画提供パートナーとの提携 （https://classi.jp/info/20160831/） 
※3 問題集パックとしての教科書出版社との提携 （https://classi.jp/info/20150624/） 
 
 
【サービスのお問い合わせ先】 
Classi株式会社のホームページをご覧ください。  URL : https://classi.jp/ 


